
江

戸

時

代

安

土

桃

山

時

代

一

八

五

三

年

一

七

三

八

年

一

六

二

三

年

一

六

〇

三

年

一

六

〇

〇

年

一

五

九

八

年

一

五

八

二

年

一

五

六

八

年

ペ

リ

ー

が

浦

賀

に

来

航

湯

屋

谷

の

永

谷

宗

円

が

煎

茶

製

法

を

改

良

す

る

と

い

う

東

福

門

院

に

禁

裏

御

料

一

万

石

が

与

え

ら

れ

る

徳

川

家

康

、

将

軍

と

な

り

幕

府

を

開

く

関

ヶ

原

の

戦

い

豊

臣

秀

吉

が

没

す

る

本

能

寺

の

変

起

る

織

田

信

長

、

足

利

義

昭

を

奉

じ

て

上

洛

す

る

一

八

五

二

年

一

八

二

二

年

一

八

一

八

年

一

八

〇

二

年

一

七

九

五

年

一

七

八

七

年

一

七

八

〇

年

一

七

五

六

年

一

七

四

九

年

一

七

三

八

年

一

七

三

四

年

一

七

〇

二

年

一

六

五

七

年

一

六

五

二

年

一

六

二

三

年

一

五

九

五

年

一

五

八

三

年

一

五

八

二

年

一

五

七

二

年

和

束

の

お

茶

が

江

戸

で

販

売

さ

れ

山

本

嘉

兵

衛

（

山

本

山

）

等

と

取

引

す

る

白

栖

村

に

三

木

楽

器

創

始

者

三

木

佐

助

生

ま

れ

る

湯

船

か

ら

下

河

原

ま

で

和

束

川

に

船

を

通

す

仁

孝

天

皇

の

大

嘗

祭

に

材

木

を

納

め

る

水

害

の

記

録

あ

り

和

束

川

に

船

を

通

す

こ

と

を

計

画

す

る

光

格

天

皇

の

大

嘗

祭

に

材

木

を

納

め

る

『

都

名

所

図

会

』

に

、

大

智

寺

と

金

胎

寺

が

記

載

さ

れ

る

水

害

の

記

録

あ

り

桃

園

天

皇

の

大

嘗

祭

に

材

木

を

納

め

る

桜

町

天

皇

の

大

嘗

祭

に

材

木

を

納

め

る

『

山

城

志

』

に

、

和

束

の

土

産

と

し

て

茶

が

記

載

さ

れ

る

田

村

新

田

（

現

井

手

町

）

が

開

発

さ

れ

る

正

法

寺

仏

殿

が

建

て

ら

れ

る

（

京

都

府

指

定

文

化

財

）

木

屋

村

の

帆

掛

け

船

は

四

艘

と

定

め

ら

れ

る

こ

の

頃

か

ら

京

都

御

所

に

高

麗

柿

を

毎

年

納

め

る

よ

う

に

な

る

こ

の

頃

か

ら

大

坂

城

に

松

荘

（

か

ざ

り

）

を

毎

年

納

め

る

よ

う

に

な

る

和

束

郷

な

ど

が

、

禁

裏

新

御

料

と

な

る

豊

臣

秀

吉

は

、

和

束

郷

の

釜

塚

村

、

白

栖

村

、

原

山

村

、

湯

船

村

の

代

官

に

御

牧

氏

を

置

く

こ

の

こ

ろ

、

豊

臣

秀

吉

は

和

束

郷

に

太

閤

検

地

を

実

施

す

る

豊

臣

秀

吉

は

、

和

束

郷

の

代

官

に

一

柳

氏

を

置

く

清

須

会

議

に

よ

り

、

山

城

国

は

豊

臣

秀

吉

の

領

地

と

な

り

、

和

束

に

も

秀

吉

の

勢

力

が

は

い

っ

て

く

る

こ

の

こ

ろ

、

白

栖

（

森

田

）

城

、

中

の

米

山

城

、

別

所

の

米

山

城

出

城

が

築

か

れ

る

こ

の

こ

ろ

、

「

和

束

喜

兼

」

「

和

束

新

左

衛

門

尉

勝

」

を

名

乗

る

人

物

が

い

る

和

束

の

喜

多

新

左

衛

門

が

、

家

臣

に

よ

っ

て

殺

害

さ

れ

る


